







































有 村 彩 未
に使っており, どのような トラブルがあるかを明












































数とした。 自尊感 1青尺度は 「自己判断への信頼」
「他者 との関係性の中の自己」「自己の価値」の3


































「オン友 とのや りとり」を独立変数, 自尊感情の
「自己の価値」を調整変数,「個対個の トラブル」
を従属変数とする2要因分散分析を行ったときの





































リア友とのや りとり低 リア友とのや りとり高
調整変数が保護者の制限の場合 LINEの使い
方3変数を独立変数,保護者の制限2変数を調整
変数,LINEトラブル被害3変数を従属変数 とし
て2要因分散分析を行ったが,交互作用は一つ も
見られなかったっ
交互作用の検証により, 自己価値が低いことが,
対人関係への苦手意識につながり,直接会わずに
話すことができるオン友とのや りとりが促進され ,
オン友との トラブルが多くなっていることが明ら
かになった。また,オン友とのや りとりが多い人
は交友関係が広く,オンラインの友人も多くいる
と考えられた。 しかし,個人情報を軽視 している
ことで,オンライン上の友人から拒否されること
が増加 していることが分か り,LINEの使い方と
トラブルの関連に影響を与える要因を明らかにで
きたと考えられるc
- 131 -
